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キーワード：教育の連携性と教育の一貫性，幼小連携･接続，カリキュラム開発，幼児期の教育，生活科
Abstract：I lectured on this study from collaboration of the education and consistency of the education 
about value of the education Connecting from Kindergarten to Elementary School the cooperation 
education that was a model of “the human being education”. About “the connection between school 
stages in the consistency of the education,” I investigated the way of the education Connecting 
from Kindergarten to Elementary School curriculum and the organization development. About “the 
connection between home, a school, communities in the collaboration of the education,” I showed it 
about PDCA cycle to assume a junior high school precinct 1 unit. By this, I am going to promote of the 
education Connecting from Kindergarten to Elementary School, the connection that is a foundation of 
the human being education to take the future on still more.
Keyword：Collaboration of the education and consistency of the education,  the education Connecting 
from Kindergarten to Elementary School curriculum development,  infant education,  life science
姿として , 以下の目標が掲げられた。
「義務教育修了までに , すべての子どもに , 自立して社
会で生きていく基礎を育てることである。」（1）
　子どもの教育に関わる者は , これまで様々な取り組
みを行ってきた。しかし , 学習意欲・学習時間 , 低学力










今後 , すべての子どもが , 自立して社会で生き , 個人と
して豊かな人生を送ることができるよう , その基礎と
なる力を育てることが要となる。
　教育基本法第 17 条第１項に基づき政府が策定する ,
教育の振興に関する総合計画（第２期計画期間：平成
25 ～ 29 年度）が示された。教育振興基本計画におい
ては , 改正教育基本法に示された教育の理念の実現に
向け , 今後おおむね 10 年間を通じて目指すべき教育の
68
野 2013）に示した。
 　図１から見えるように , 必要なことは各学校段階を
通じた切れ目のない教育の実現である。そこで , 学校
段階間の接続が問題となる。学校段階間と家庭・学校・




















　子どもは , かけがえのない命を受けてから , 連続的に




進し , 子ども達の成長を支援することであるとしたら ,










応じた学習を能動的・自発的に行い , 能力を高め , その
成果を社会貢献に活かすことができる「生きる力」が
不可欠である。「社会を構成する『個』」を生きる力とは ,
子ども一人ひとりが , 世の中に主体的に参画し , 責任を
果たし , 良き市民・社会人として活躍できる力である。
「自己を確立する『個』」を生きる力とは , 自分に与え
























































られる。それは , 子ども同士の連携 , 教職員の連携 , カ
リキュラムの連携である。これら３点については , 切
り離すことはができないが , 整理して取り組んでいく








　平成 24 年度 , 幼稚園における保育所及び小学校との
連携状況（5）においては , 保育所又は小学校の幼児や児
童と交流を行った幼稚園は , 全体の 79.0％（公立：
98.0% , 私立 67.8%）であり , そのうち小学校の児童と
交流している幼稚園は 95.7％であった。このように ,
子ども同士の連携の取り組みは , かなり進められて











されず , 渡されず , 行ってびっくりサプライズ企画とも
いうべき就学前の活動が各地で散見される。










図２のように , 幼小中連携というロングスパンの中に ,
３つの校種間に共通の接続という課題がある。しかし ,




らず , 多様で複合的な要因によって , 充分取り組みが
進んでいない。









































る。また ,「経験年数については , 最長の６年目が教職
員１名で , 他の 3 名の教職員が 1 年目。」という園も希
ではない。
















も , 地域共同体として共有が可能となり , 有効となる。
しかし , 前述したように , 仮に連携の対象を拡大したと










　平成 24 年度の 47 都道府県数及び 19 指定都市にお
ける公立幼稚園教員・小学校教員の合同研修は ,28.8% 
（19/66）である。また , 公立・私立幼稚園教員と公立・
私 立 保 育 所 保 育 士 及 び 小 学 校 教 員 と の 合 同 研 修
は ,56.1% （37/66 ）となっている。





　このように , 教職員が一緒に研修を行ったり , 保育や
授業に参加したりしている実態は十分とは言えない。
実際に , 筆者が講師として招聘された最近３年間の「幼
小連携・接続研修会」（66 回分）をみても , 受講対象
者は , 幼児教育関係者のみが , 約 60％である。事前に ,
その趣旨から対象者の拡大を研修担当所管に対して要
望してきた。テーマに基づいて , 研修効果を期待して





























から ,「参加」という形の連携が生まれる。そして , カ
リキュラムづくりという「参画」によって ,「学力観」「指
導観」「評価観」の共有が徐々に進んでいくのである。















対し , 後者は思春期を迎えた子どもたちが , 大人から自
立しようとして教師に反発することとされる。











題解決策としての価値は , 小中連携においても , 幼小連


















　価値を認識せず , 学校組織として共有できないまま ,
「どうも幼小連携はしておかないといけない流れにある
らしい」というとらえ方になっていないだろうか。小
学校では ,「本校は , 幼小連携の活動にも取り組んでい






































　ここまでの本論の中では , 言及してこなかったが , 実
際には幼小接続・連携の前に , 幼児教育そのものの中に ,
保育所と幼稚園に関する幼保一元化・一体化など , 連
携したり , 共通理解が進んだりできていない諸問題も













ば , もっとも環境の違いへの適応が求められ , 期待と不
安が具体的になる時期だからである。
　研修会や授業研究会等で筆者がこれまで見聞した多
くの例として , 小学校の教員は , 幼児教育での育ちや学
びを考慮せず , 新たな教育を小学校で始めていること
が少なくない。





いる（9）」と述べている。また , 前田は ,「これまでも
重視してきた幼児と児童の交流等をはじめとした幼児
教育との連携から幼児期の子どもの特性やこれまでの


































は 2010 年度から , 探究力・活用力の育成をテーマに
























































会を企画・運営し , 月例会を継続（2013 年９月現在で
第 50 回）し ,「幼小接続フォーラム」も開催してきた。
　そして ,「子どもたちが連続的に学び育っていく存在」


































　また , 上記に示した①～④は , 物理的・空間的・地理






































　まず , 子どもを一人の人間として捉え , 置かれている
文化的・社会的教育状況を考えなくてはならない。い




なぎ , 幼児教育と小学校教育の双方で解決することで ,
子どもの育ちと学びを連続させることができると考え



































































示である。　二つには ,「ゴミを 10 個集めよう。」と
いう目標を示して働きかける言葉かけである。三つに































も多い。しかし ,「しつけ」は , 元来「着物を仕付ける
こと」と結びついて , 日本人の生活に根をおろしてき
た（13）。つまり , しつけは ,「しつけ糸をはずす」ことを
目的としてなされるものである。はずすのは , はずし
てもよい状態になったときであり , それを判断するの



















いうことになる。もちろん , 中期 , 長期のプランは必要










画の増大でなく , 慣習による行事を削減したり , 効果的
に重複させたり , コラボレーションさせたりすること ,
つまり結果としてのスクラップ＆ビルドである。評価




















習慣の一つである。もともと ,「しつけ」は , その行為
の善悪を教えるのが原則であって ,「あなたは , よい子」
「あなたは悪い子」と伝えることではない。
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